
様式２

①具体的な修了要件 ②申請単位

③応用基礎コア「Ⅰ．データ表現とアルゴリズム」の内容を含む授業科目
単位数 必修 1-6 1-7 2-2 2-7 単位数 必修 1-6 1-7 2-2 2-7

2 ○ ○ 1 ○ ○

2 ○ ○ 2 ○

2 ○ ○ 2 ○ ○ ○

2 ○ ○ 2 ○ ○ ○ ○

2 ○ ○ 2 ○ ○

2 ○ ○ 1 ○ ○

2 ○ ○

コンピュータ入門 一部開講 技術英語Ⅰ 一部開講

情報科学技術 一部開講 数理統計学 一部開講

プログラムを構成する授業科目について

学部・学科単位のプログラム

（2024年度以前入学者）
データサイエンスコースの必修科目および選択必修科目（社会・観光情報学Ⅰ～Ⅲ、医療・生命情報学Ⅰ～Ⅲ）の全てを修了すること
（2025年度以降入学者）
データサイエンスコースの必修科目および選択必修科目（社会・観光情報学Ｂ・Ｃ、医療・生命情報学Ａ・Ｂ）の全てを修了すること

授業科目 開講状況 授業科目 開講状況

線形代数学Ⅰ 一部開講 プログラミング演習Ⅱ 一部開講

線形代数学Ⅱ 一部開講 統計学概論 全学開講

確率・統計 一部開講 プログラミング概論 一部開講

微分積分学Ⅰ 一部開講 プログラミング演習Ⅰ 一部開講

（2024年度以降入学者）
大学数学入門

一部開講



④応用基礎コア「Ⅱ．ＡＩ・データサイエンス基礎」の内容を含む授業科目
授業科目 単位数 必修 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9 単位数 必修 1-1 1-2 2-1 3-1 3-2 3-3 3-4 3-9

（2023年度以前入学者）
安全工学

1 ○ ○ 2 ○ ○

情報ネットワークⅠ 2 ○ ○ 2 ○ ○

探索的記述統計 2 ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○

情報統計学 2 ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○

多変量解析 2 ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○

データサイエンス概論 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○

（2024年度以前入学者）
社会・観光情報学Ⅰ

2 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○

（2025年度以降入学者）
社会・観光情報学Ａ

2 ○ ○ ○ ○ ○ 2 ○ ○ ○ ○ ○

⑤応用基礎コア「Ⅲ．ＡＩ・データサイエンス実践」の内容を含む授業科目
単位数 必修 単位数 必修

2 ○ 1 ○

2 ○ 1 ○

2 ○ 1

2 ○ 1

2 ○ 2 ○

2 ○

2

2

2

一部開講

ビッグデータ分析 一部開講

（2024年度以前入学者）
医療・生命情報学Ⅱ

一部開講

開講状況 授業科目 開講状況
（2024年度以前入学者）
社会・観光情報学Ⅲ

一部開講

（2025年度以降入学者）
社会・観光情報学C

一部開講一部開講

一部開講

パターン認識と機械学習 一部開講

授業科目 開講状況 授業科目

（2024年度以前入学者）
医療・生命情報学Ⅲ

一部開講

（2025年度以降入学者）
医療・生命情報学A

一部開講

（2025年度以降入学者）
医療・生命情報学B

一部開講

一部開講

全学開講

一部開講

一部開講

応用データ分析演習 一部開講
（2023年度以前入学者）
実社会課題解決プロジェクトC

一部開講

ビッグデータ分析演習 一部開講
（2023年度以前入学者）
実社会課題解決プロジェクトD

一部開講

開講状況

数理・データサイエンス 一部開講
（2023年度以前入学者）
実社会課題解決プロジェクトA

一部開講

基礎データ分析演習 一部開講
（2023年度以前入学者）
実社会課題解決プロジェクトB

一部開講

（2024年度以降入学者）
実社会課題解決プロジェクトB

一部開講

（2024年度以降入学者）
実社会課題解決プロジェクトC

一部開講

（2024年度以降入学者）
実社会課題解決プロジェクトD

一部開講

一部開講

パターン認識と機械学習演習 一部開講
（2024年度以降入学者）
実社会課題解決プロジェクトA

一部開講

人工知能演習 一部開講



⑥選択項目・その他の内容を含む授業科目

⑦プログラムを構成する授業の内容

1-6

1-7

2-2

2-7

データサイエンス応用基礎

（2025年度以降入学者）
社会・観光情報学Ｂ

データエンジニアリング応用基礎

（2024年度以降入学者）
科学者倫理

その他 オートマトンと言語理論 AI応用基礎

微分積分学Ⅲ 数学発展 人工知能 AI応用基礎

（2025年度以降入学者）
時系列分析

データサイエンス応用基礎
（2024年度以前入学者）
社会・観光情報学Ⅱ

データエンジニアリング応用基礎

情報基礎数学

授業に含まれている内容・要素 講義内容

（１）データサイエンスと
して、統計学を始め様々
なデータ処理に関する
知識である「数学基礎
（統計数理、線形代数、
微分積分）」に加え、ＡＩ
を実現するための手段
として「アルゴリズム」、
「データ表現」、「プログ
ラミング基礎」の概念や
知識の習得を目指す。

（2023年度以前入学者）
順列、組合せ、集合、ベン図、条件付き確率「微分積分学Ⅰ」（1～2回目）、「確率・統計」（7回）、「統計学概論」（4回）；代表値、分散、標準偏差「確率・統
計」（1回）、「技術英語Ⅰ」（3回）；相関係数、相関関係と因果関係「確率・統計」（6回）、「数理統計学」（4回）、「統計学概論」（1回）、「技術英語Ⅰ」（11回）；
名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比例尺度「確率・統計」（1回）、「技術英語Ⅰ」（2回）；確率分布、正規分布、独立同一分布「確率・統計」（5～7回）、「数理
統計学」（1～7回）、「技術英語Ⅰ」（4、8回）、「統計学概論」（4～5回）；ベクトルと行列「線形代数学Ⅰ」（1～3回）；ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー
倍、内積「線形代数学Ⅰ」（1～3回）、「線形代数学Ⅱ」（7～10回）；行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「線形代数学Ⅰ」（4～6回）、「線形代数
学Ⅱ」（11～14回）；逆行列「線形代数学Ⅰ」（4～6回）；多項式関数、指数関数、対数関数「微分積分学Ⅰ」（3～4回目）；関数の傾きと微分の関係、積分と
面積の関係「微分積分学Ⅰ」（6～7、9～15回目）；１変数関数の微分法、積分法「微分積分学Ⅰ」（6～7、9～15回目）
（2024年度以降入学者）
順列、組合せ、集合、ベン図、条件付き確率「微分積分学Ⅰ」（1～2回目）、「確率・統計」（7回）、「統計学概論」（4回）；代表値、分散、標準偏差「確率・統
計」（1回）、「技術英語Ⅰ」（3回）；相関係数、相関関係と因果関係「確率・統計」（6回）、「数理統計学」（4回）、「統計学概論」（1回）、「技術英語Ⅰ」（11回）；
名義尺度、順序尺度、間隔尺度、比例尺度「確率・統計」（1回）、「技術英語Ⅰ」（2回）；確率分布、正規分布、独立同一分布「確率・統計」（5～7回）、「数理
統計学」（1～7回）、「技術英語Ⅰ」（4、8回）、「統計学概論」（4～5回）；ベクトルと行列「線形代数学Ⅰ」（1～3回）；ベクトルの演算、ベクトルの和とスカラー
倍、内積「線形代数学Ⅰ」（1～3回）、「線形代数学Ⅱ」（7～10回）；行列の演算、行列の和とスカラー倍、行列の積「線形代数学Ⅰ」（4～6回）、「線形代数
学Ⅱ」（11～14回）；逆行列「線形代数学Ⅰ」（4～6回）；多項式関数、指数関数、対数関数「大学数学入門」（2～3回目）、「微分積分学Ⅰ」（3～4回目）；関
数の傾きと微分の関係、積分と面積の関係「大学数学入門」（6～10回目）、「微分積分学Ⅰ」（6～7、9～15回目）；１変数関数の微分法、積分法「大学数学
入門」（9～12回目）、「微分積分学Ⅰ」（6～7、9～15回目）

・並び替え、探索「プログラミング演習Ⅰ」（11回）
・ソートアルゴリズム、バブルソート、選択ソート、挿入ソート「プログラミング演習Ⅰ」（11回）

・コンピュータで扱うデータ「プログラミング演習Ⅰ」（4回）
・情報量の単位、二進数、文字コード 「コンピュータ入門」（3回目）、「情報科学技術」（3～4回目）
・配列、木構造、グラフ「プログラミング概論」（9～10回）

・文字型、整数型、浮動小数点型「プログラミング概論」（2回）
・変数、代入、四則演算、論理演算「プログラミング演習Ⅰ」（4～6回）
・関数、引数、戻り値「プログラミング概論」（8回）、「プログラミング演習Ⅰ」（12～13回）、「プログラミング演習Ⅱ」（3～4回）
・順次、分岐、反復の構造を持つプログラムの作成「プログラミング概論」（4～6回）、「プログラミング演習Ⅰ」（10回）

数学発展
（2024年度以前入学者）
ベイズ統計学

（2024年度以前入学者）
医療・生命情報学Ⅰ

データサイエンス応用基礎
（2023年度以前入学者）
工学倫理

その他

授業科目 選択項目内容 授業科目 選択項目内容

情報セキュリティⅠ データエンジニアリング応用基礎 微分積分学Ⅱ 数学発展



1-1

1-2

2-1

3-1

3-2

3-3

3-4

3-9

（２）ＡＩの歴史から多岐
に渡る技術種類や応用
分野、更には研究やビ
ジネスの現場において
実際にＡＩを活用する際
の構築から運用までの
一連の流れを知識とし
て習得するＡＩ基礎的な
ものに加え、「データサ
イエンス基礎」、「機械学
習の基礎と展望」、及び
「深層学習の基礎と展
望」から構成される。

（2024年度以前入学者）
・データ駆動型社会、Society 5.0「データサイエンス概論」（1回）
・データサイエンス活用事例「社会・観光情報学Ⅰ」（3～5、10回）、「データサイエンス概論」（1、7回）
・データを活用した新しいビジネスモデル「社会・観光情報学Ⅰ」（3～5回、10～12回）、「データサイエンス概論」（1回）
（2025年度以降入学者）
・データ駆動型社会、Society 5.0「データサイエンス概論」（1回）
・データサイエンス活用事例「社会・観光情報学A」（3～5、10回）、「データサイエンス概論」（1、7回）
・データを活用した新しいビジネスモデル「社会・観光情報学A」（3～5回、10～12回）、「データサイエンス概論」（1回）

（2024年度以前入学者）
データ分析の進め方、仮説検証サイクル「社会・観光情報学Ⅰ」（5回）；分析目的の設定「医療・生命情報学Ⅱ」（1回）；様々なデータ分析手法 （回帰、分
類、クラスタリングなど）「探索的記述統計」（9～14回）、「情報統計学」（6、7、9～15回）、「多変量解析」（2～15回）、「医療・生命情報学Ⅱ」（12～14回）、
「社会・観光情報学Ⅲ」（6～15回）、「パターン認識と機械学習」（2～15回）；様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「ビッグデータ分析」
（13～15回）；データの収集、加工、分割/統合「社会・観光情報学Ⅰ」（6～9回）、「医療・生命情報学Ⅲ」（3、12回）、「データサイエンス概論」（2回）
（2025年度以降入学者）
データ分析の進め方、仮説検証サイクル「社会・観光情報学A」（5回）；分析目的の設定「医療・生命情報学A」（1回）；様々なデータ分析手法 （回帰、分
類、クラスタリングなど）「探索的記述統計」（9～14回）、「情報統計学」（6、7、9～15回）、「多変量解析」（2～15回）、「医療・生命情報学A」（12～14回）、「社
会・観光情報学C」（6～15回）、「パターン認識と機械学習」（2～15回）；様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「ビッグデータ分析」（13～
15回）；データの収集、加工、分割/統合「社会・観光情報学A」（6～9回）、「医療・生命情報学B」（3、12回）、「データサイエンス概論」（2回）

（2024年度以前入学者）
・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「社会・観光情報学Ⅰ」（3回）、「データサイエンス概論」（2回）
・ビッグデータ活用事例「社会・観光情報学Ⅰ」（3～5回）、「ビッグデータ分析」（7～15回）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「社会・観光情報学Ⅰ」（4～5回）
（2025年度以降入学者）
・ICT（情報通信技術）の進展、ビッグデータ「社会・観光情報学A」（3回）、「データサイエンス概論」（2回）
・ビッグデータ活用事例「社会・観光情報学A」（3～5回）、「ビッグデータ分析」（7～15回）
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「社会・観光情報学A」（4～5回）

（2024年度以前入学者）
・AI技術の活用領域の広がり「社会・観光情報学Ⅰ」（3回）、「データサイエンス概論」（1回）
（2025年度以降入学者）
・AI技術の活用領域の広がり「社会・観光情報学A」（3回）、「データサイエンス概論」（1回）

（2023年度以前入学者）
・AI倫理、AIの社会的受容性「データサイエンス概論」（1回）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い「安全工学」（3～7回）、「情報ネットワークⅠ」（15回）
（2024年度以降入学者）
・AI倫理、AIの社会的受容性「データサイエンス概論」（1回）
・プライバシー保護、個人情報の取り扱い、「情報ネットワークⅠ」（15回）

・実世界で進む機械学習の応用と発展「データサイエンス概論」（1、4、7回）
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「探索的記述統計」（9～14回）、「多変量解析」（2～15回）、「パターン認識と機械学習」（2～14回）
・学習データと検証データ「情報統計学」（5、12回）、「パターン認識と機械学習」（8回）
・ホールドアウト法、交差検証法「情報統計学」（5、12回）、「パターン認識と機械学習」（8回）
・過学習、バイアス「情報統計学」（5、12～15回）

・実世界で進む深層学習の応用と革新「データサイエンス概論」（1、7回）
・ニューラルネットワークの原理「多変量解析」（11回）
・ディープニューラルネットワーク「パターン認識と機械学習」（6回）

・AIの学習と推論、評価、再学習「情報統計学」（5～7、9～15回）、「パターン認識と機械学習」（5～15回）



Ⅰ

Ⅱ

⑧プログラムの学修成果（学生等が身に付けられる能力等）

⑨プログラムの授業内容等を公表しているアドレス

（３）本認定制度が育成
目標として掲げる「デー
タを人や社会にかかわ
る課題の解決に活用で
きる人材」に関する理解
や認識の向上に資する
実践の場を通じた学習
体験を行う学修項目群。
応用基礎コアのなかで
も特に重要な学修項目
群であり、「データエンジ
ニアリング基礎」、及び
「データ・ＡＩ活用 企画・
実施・評価」から構成さ
れる。

1-1
・データを活用した新しいビジネスモデル「実社会課題解決プロジェクトA」（3～15回）、「実社会課題解決プロジェクトB」（1～15回）、「実社会課題解決プロ
ジェクトC」（1～15回）、「実社会課題解決プロジェクトD」（令和5年度開講）
1-2
・データ分析の進め方、仮説検証サイクル「数理・データサイエンス」（4、5、7～10、12～14、16回）
・様々なデータ分析手法 （回帰、分類、クラスタリングなど）「数理・データサイエンス」（3～16回）
・様々なデータ可視化手法（比較、構成、分布、変化など）「数理・データサイエンス」（1～2回）、「基礎データ分析演習」（4～7、10～15回）、「ビッグデータ
分析演習」（13～15回）
・データの収集、加工、分割/統合「ビッグデータ分析演習」（2～6回）
2-1
・人の行動ログデータ、機械の稼働ログデータ「ビッグデータ分析演習」（7～12回）
3-3
・機械学習、教師あり学習、教師なし学習、強化学習「パターン認識と機械学習演習」（2～15回）
・過学習、バイアス「応用データ分析演習」（1～16回）
3-4
・ニューラルネットワークの原理「パターン認識と機械学習演習」（6回）
3-9
・AIの学習と推論、評価、再学習「人工知能演習」（令和5年度開講）

データを用いて様々な実社会の課題を解決し、新たな価値を生み出す上で必要となる数学・情報学の基盤知識、データサイエンスの基礎的知
識、およびデータサイエンスを実際に活用する実践力

https://www.idsci.nagasaki-u.ac.jp/current/mda_edu/　https://www.idsci.nagasaki-u.ac.jp/education/data-science-applied-basic-education-program



学期／Semest er
2023年度／Academi c Year　 前期

／Fi r st  Semest er
曜日・ 校時／Day・ Per i od 木／Thu 3

2023/04/01～2023/09/27開講期間／Cour se dur at i on

必修選択／Requi r ed / El ect i ve
単位数( 一般/編入/留学) ／Credi t s

必修／requi r ed 2. 0//2. 0
( Gener al  /Tr ansf er /Over seas)

時間割コ ード ／Ti me schedul e code 科目番号／Cour se code 3803016020233803016001

科目ナンバリ ングコ ード ／Number i ng code I DI D 21601_ 133

授業科目名／Course t i t l e 工学倫理／Engi neer i ng Et hi cs

編集担当教員／I nst r uct or  i n char ge of  t he

cour se syl l abus
喜安　 千弥／Ki yasu Senya,  諸星　 彰三

授業担当教員名（ 科目責任者）

／I nst r uct or  i n char ge of  t he cour se
喜安　 千弥／Ki yasu Senya

授業担当教員名（ オム ニバス 科目等）

／I nst r uct or ( s)
喜安　 千弥／Ki yasu Senya,  諸星　 彰三

コ ミ ュ ニケーショ ン科目分類／Cour se Cat egory

講義形態／Cour se st yl e2 講義／Lectur e対象年次／I nt ended year

[ 総合] 総合教育研究棟2F209講義室教室／Cl ass r oom

2年次対象学生（ ク ラ ス 等）   /I nt ended year  ( cl ass)

i dsci _ al l @ml . nagasaki -u. ac. j p担当教員Eメ ールアド レ ス /E-mai l  addr ess

工学部1号館4F　 情報工学コ ース 非常勤講師控室担当教員研究室/Of f i ce

担当教員TEL/Tel

授業終了後ま たはメ ール担当教員オフ ィ ス アワ ー/Of f i ce hour s

情報技術が社会およ び自然に及ぼす影響や効果に関する 理解や発言、 行動そし て作製品を 通じ た、

技術者と し て社会に対する 責任を自覚し 、 強い倫理観と 思考する 能力およ び安全についての素養を

身につける 。

学部のディ プロ マポリ シー「 情報データ 科学者と し ての倫理と セキュ リ ティ 意識を 有し ている 。 」

に対応する 。

授業の概要及び位置づけ/Cour se over vi ew

社会を 造り 、 社会に貢献する 一方で、 自然・ 環境と 調和の取れる 技術者・ 工学者と し ての自覚と 倫

理観を 獲得する ために、 事例は時事、 資料など を 用いた講義と 、 人の多様性を 理解さ せる 討論や意

見交換を 行い、 受講者が自分自身の課題と し て捉えら れる よ う に意識づける 。 「 正義」 を 実践する

最低レ ベルと し ての「 法令遵守型倫理」 を学ぶ。 ま た、 2011年の3. 11東日本大震災後に強く 問われ

た当事者意識ある 思考力と 「 価値共有型倫理」 を 理解する 。

情報データ 科学部の学修到達目標「 情報データ 科学者と し ての倫理と セキュ リ ティ 意識を 有する 。

」 に対応する 。 （ DP-①， DP-④）

授業到達目標/Cour se goal s

□汎用的能力／Gener i c Compet ence　 ■倫理観／Ethi cs　 ■多様性の理解／Under st andi ng

Di ver si t y　 □主体性／Aut onomy　 □協働性／Cooper at i veness　 ■考えを やり 取り する 力／Abi l i t y

t o exchange i deas　 □国際・ 地域社会への関心／I nt er est  i n i nt er nat i onal  / l ocal  soci et y　

知識・ 技能以外に、 こ の授業を 通し て身につけて欲

し い力（ １ つ以上３ つま で） /Abi l i t i es ot her  t han

knowl edge and ski l l s acqui r ed mai nl y t hr ough

t he cour se (  pi ck 1 t o 3 )

■A. 授業内容の理解度を 確認し たり 自分で考えさ せたり する 活動 <br>/ Act i vi t i es t o check  t he

degr ee of  comprehensi on of  t he cont ent s t o t he l esson or  t o t hi nk over

■B. 多角的に考える ために他者と 関わる 活動 <br>/ Act i vi t i es i nvol vi ng ot her s t o t hi nk f r om

var i ous perspect i ves

□C. 技能修得のために実践する 活動 <br>/ Act i vi t i es t o pract i ce f or  acqui r i ng ski l l s

□D. 問題解決のために知識を 総合的に活用する 活動 <br>/ Act i vi t i es t hat  comprehensi vel y

ut i l i ze knowl edge t o sol ve probl ems

□E. 上記以外の学生の思考の活性化を 促す授業手法 <br>/ Teachi ng met hods t o st i mul at e

st udent s'  t hi nki ng ot her  t han t he above

□F. 教員から の講義のみで構成さ れる  <br>/ I t  consi st s onl y of  l ect ur es f rom t eacher s

学生の思考を 活性化さ せる ための授業手法/Teachi ng

met hod t o st i mul at e st udent s'  t hi nki ng

以下の基準を両方満たし たと き 合格と する 。

( 1)  定期テス ト を 受験し 、 その評点が60%以上

( 2)  全回出席およ び小レ ポート を全て提出

成績評価の方法・ 基準等/Met hod of  eval uat i on

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・ 授業方法（ 学習指導方法） /Cour se

cont ent s of  each l esson

予習： 前回の講義を 受け， 次の講義で説明さ れる テキス ト の該当箇所に目を 通し ておく こ と ． ( 2h)

復習： 講義内容について， テキス ト や参考書を 読んで復習し ， 理解でき ない点は図書やイ ンタ ーネ

ッ ト を 用いて調べ， それでも わから ない点は友人や教員に質問し ， 解決する こ と ． ( 2h)

事前、 事後学修の内容/Prepar at i on & Revi ew

技術者倫理、 工学倫理、 責任のレ ベル、 法令遵守型倫理、 価値共有型倫理、 予防倫理学習キーワ ード /Keywords

教材（ 配布） 、 参考書（ 掲示）教科書・ 教材・ 参考書/Mater i al s

受講要件（ 履修条件） /Prer equi si t es

mailto:idsci_all@ml.nagasaki-u.ac.jp


長崎大学では， 全ての学生が平等に教育を受ける 機会を 確保する ため， 修学の妨げと なり 得る 社会

的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り 組んでいま す。 授業における 合理的配慮等のサポート に

ついては， 担当教員（ 上記連絡先参照） ま たは「 アシス ト 広場」 （ 障がい学生支援室） にご相談下

さ い。

アシス ト 広場（ 障がい学生支援室） 連絡先

（ TEL） 095-819-2006　 　 （ FAX） 095-819-2948

（ E-MAI L） suppor t @ml . nagasaki -u. ac. j p

アク セシビ リ ティ /Accessi bi l i t y ( f or  st udent s

wi t h di sabi l i t i es)

授業担当： 諸星彰三

授業は対面を原則と し て、 状況に応じ てオンラ イ ンを と り いれる ハイ ブリ ッ ド 方式で実施し ま す。
備考（ URL） /Remarks ( URL)

現代社会における 問題点を 考えておく こ と 。 授業の日程については掲示等で別途指示する 。
学生へのメ ッ セージ/Message f or  st udent s

Y
実務経験のある 教員によ る 授業科目である か

（ Y／N) /I nst r uct or ( s)  wi t h pr act i cal  exper i ence

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく 教

育内容（ 実務経験のある 教員によ る 授業科目のみ使

用） /Name / Det ai l s of   pr act i cal  exper i ence /

Cont ent s of  course

授業計画詳細／Cour se Schedul e

回( 日時) ／Ti me( dat e and t i me) 授業内容／Cont ent s

技術者論、 イ ノ ベーショ ン、 リ ーダーシッ プなど第1回（ イ ント ロ ダク ショ ン）

技術者倫理の位置づけ。 その必要性と 到達目標を 理解する 。第2回（ 技術者倫理と は）

技術者の国際資格と 倫理、 学協会の倫理規定。 国、 企業、 大学の対応など ( 例題1) 。第3回（ 最近の情勢）

技術者の責任。 倫理と 法。第4回（ 技術者の責任）

変化する 倫理観と 説明責任( 例題2) 。第5回（ 倫理と 技術支援）

グループ討論の奨め、 問題討論の流れ。第6回（ 倫理問題事例への取り 組み方）

倫理的想像力、 争点の認識力、 分析・ 評価能力( 例題3) 。第7回（ 倫理問題解決に必要な能力）

倫理的想像力、 争点の認識力、 分析・ 評価能力( グループ討論) 。第8回（ 倫理問題解決に必要な能力）

責任感覚と モラ ルの障害の認識、 曖昧さ の許容と 根気( 例題4) 。第9回（ 倫理問題解決に必要な能力）

責任感覚と モラ ルの障害の認識、 曖昧さ の許容と 根気( グループ討論) 。第10回（ 倫理問題解決に必要な能力）

線引き 問題と 決疑論、 相反問題と 創造的中道法。第11回（ 倫理問題の事例の分類と 対処法の発見法）

功利主義と 費用対効果分析( 例題5) 。第12回（ 倫理問題事例の対処法の評価方法）

個人尊重主義と 黄金律、 権利。第13回（ 倫理問題事例の対処法の評価方法）

総復習、 技術者の心得、 発展学習（ 映像作品鑑賞）第14回（ ま と め）

全体の評価と 指導第15回（ 全体の評価と 指導）

mailto:support@ml.nagasaki-u.ac.jp


学期／Semest er
2023年度／Academi c Year　 前期

／Fi r st  Semest er
曜日・ 校時／Day・ Per i od 他／Ot h.  0

2023/04/01～2023/09/27開講期間／Cour se dur at i on

必修選択／Requi r ed / El ect i ve
単位数( 一般/編入/留学) ／Credi t s

必修／requi r ed 1. 0//1. 0
( Gener al  /Tr ansf er /Over seas)

時間割コ ード ／Ti me schedul e code 科目番号／Cour se code 3803016520233803016501

科目ナンバリ ングコ ード ／Number i ng code I DI D 21651_ 121

授業科目名／Course t i t l e 安全工学／Saf et y Engi neer i ng

編集担当教員／I nst r uct or  i n char ge of  t he

cour se syl l abus
高橋　 将宜,  河合　 正晃

授業担当教員名（ 科目責任者）

／I nst r uct or  i n char ge of  t he cour se
高橋　 将宜

授業担当教員名（ オム ニバス 科目等）

／I nst r uct or ( s)
高橋　 将宜,  河合　 正晃

コ ミ ュ ニケーショ ン科目分類／Cour se Cat egory

講義形態／Cour se st yl e2 講義／Lectur e対象年次／I nt ended year

教室／Cl ass r oom

2年次対象学生（ ク ラ ス 等）   /I nt ended year  ( cl ass)

i dsci _ al l @ml . nagasaki -u. ac. j p担当教員Eメ ールアド レ ス /E-mai l  addr ess

工学部1号館4階　 情報工学コ ース 非常勤講師控室担当教員研究室/Of f i ce

i dsci _ al l @ml . nagasaki -u. ac. j p担当教員TEL/Tel

授業終了後ま たはメ ール担当教員オフ ィ ス アワ ー/Of f i ce hour s

工学が関係する 事故や災害に関わる 問題の事故原因、 影響の大き さ 、 対応やその後の対策を教授す

る と と も に、 リ ス ク アセス メ ント 等の重要な考え方についてその概論を教授する 。
授業の概要及び位置づけ/Cour se over vi ew

安全なも のづく り や自然災害などについて理解する と と も に、 リ ス ク を予測し て自主的に安全に関

する 問題を 発見し 、 解決でき る セーフ ティ センス を養う こ と を目標と する （ DP-①． DP-④） 。

情報データ 科学部のディ プロ マポリ シー「 情報データ 科学者と し ての倫理と セキュ リ ティ 意識を 有

し ている 」 に対応する 。

授業到達目標/Cour se goal s

■汎用的能力／Gener i c Compet ence　 □倫理観／Ethi cs　 □多様性の理解／Under st andi ng

Di ver si t y　 □主体性／Aut onomy　 □協働性／Cooper at i veness　 □考えを やり 取り する 力／Abi l i t y

t o exchange i deas　 □国際・ 地域社会への関心／I nt er est  i n i nt er nat i onal  / l ocal  soci et y　

知識・ 技能以外に、 こ の授業を 通し て身につけて欲

し い力（ １ つ以上３ つま で） /Abi l i t i es ot her  t han

knowl edge and ski l l s acqui r ed mai nl y t hr ough

t he cour se (  pi ck 1 t o 3 )

□A. 授業内容の理解度を 確認し たり 自分で考えさ せたり する 活動 <br>/ Act i vi t i es t o check  t he

degr ee of  comprehensi on of  t he cont ent s t o t he l esson or  t o t hi nk over

□B. 多角的に考える ために他者と 関わる 活動 <br>/ Act i vi t i es i nvol vi ng ot her s t o t hi nk f r om

var i ous perspect i ves

□C. 技能修得のために実践する 活動 <br>/ Act i vi t i es t o pract i ce f or  acqui r i ng ski l l s

■D. 問題解決のために知識を 総合的に活用する 活動 <br>/ Act i vi t i es t hat  comprehensi vel y

ut i l i ze knowl edge t o sol ve probl ems

□E. 上記以外の学生の思考の活性化を 促す授業手法 <br>/ Teachi ng met hods t o st i mul at e

st udent s'  t hi nki ng ot her  t han t he above

□F. 教員から の講義のみで構成さ れる  <br>/ I t  consi st s onl y of  l ect ur es f rom t eacher s

学生の思考を 活性化さ せる ための授業手法/Teachi ng

met hod t o st i mul at e st udent s'  t hi nki ng

以下の基準を両方満たし たと き 合格と する

（ 1） 最終試験（ 考査） の得点が60％以上

（ 2） 全回出席

合格し た者の成績は、 最終試験（ 考査） の得点で評価する

成績評価の方法・ 基準等/Met hod of  eval uat i on

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・ 授業方法（ 学習指導方法） /Cour se

cont ent s of  each l esson

＜予習＞事前に配付資料等を 読んでおく こ と （ 2ｈ ）

＜復習＞毎回の講義の復習と と も に、 自分で演習問題を 解いて理解を 定着さ せる こ と （ 2ｈ ）
事前、 事後学修の内容/Prepar at i on & Revi ew

情報セキュ リ ティ 、 個人情報保護、 知的所有権、 独占禁止法、 安全工学キーワ ード /Keywords

適宜指示する 。教科書・ 教材・ 参考書/Mater i al s

受講要件（ 履修条件） /Prer equi si t es

長崎大学では， 全ての学生が平等に教育を受ける 機会を 確保する ため， 修学の妨げと なり 得る 社会

的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り 組んでいま す。 授業における 合理的配慮等のサポート に

ついては， 担当教員（ 上記連絡先参照） ま たは「 アシス ト 広場」 （ 障がい学生支援室） にご相談下

さ い。

アシス ト 広場（ 障がい学生支援室） 連絡先

（ TEL） 095-819-2006 （ FAX） 095-819-2948

（ E-MAI L） suppor t @ml . nagasaki -u. ac. j p

アク セシビ リ ティ /Accessi bi l i t y ( f or  st udent s

wi t h di sabi l i t i es)

mailto:idsci_all@ml.nagasaki-u.ac.jp
mailto:idsci_all@ml.nagasaki-u.ac.jp
mailto:support@ml.nagasaki-u.ac.jp


担当教員： 河合　 正晃

授業は対面を原則と し て， 状況に応じ てオンラ イ ンを と り いれる ハイ ブリ ッ ド 方式で実施し ま す．
備考（ URL） /Remarks ( URL)

現代社会における 問題点を 考えておく こ と 。 授業の日程は、 ８ 月３ 日（ 木） 、 ８ 月４ 日（ 金） に集

中講義と し て開講予定。 （ 教務委員よ り 追記： 木と 金に実施さ れている 他の授業について， 期末試

験が８ 月３ 日と ８ 月４ 日に実施さ れる 予定になっ ている 場合， 別日に実施さ れま す． 日程が近づい

たら ， 学務係よ り ， 改めてアナウ ンス があり ま す． ）

学生へのメ ッ セージ/Message f or  st udent s

Y
実務経験のある 教員によ る 授業科目である か

（ Y／N) /I nst r uct or ( s)  wi t h pr act i cal  exper i ence

河合　 正晃 ／（ 株） 河合シス テム研究所における 勤務経験／実際の社会が抱える 課題を 事例と し て

取り 上げ、 エンジニアと し て必要な安全意識、 それを 身に付ける ために自ら が考え行動する こ と を

促す。

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく 教

育内容（ 実務経験のある 教員によ る 授業科目のみ使

用） /Name / Det ai l s of   pr act i cal  exper i ence /

Cont ent s of  course

授業計画詳細／Cour se Schedul e

回( 日時) ／Ti me( dat e and t i me) 授業内容／Cont ent s

はじ めに（ 情報セキュ リ ティ の定義、 事件・ 事故事例）第1回

イ ンタ ーネッ ト の脅威第2回

セキュ リ ティ 技術第3回

情報セキュ リ ティ 上の対策第4回

情報セキュ リ ティ 関連法令第5回

情報セキュ リ ティ に関する 認証制度第6回

独占禁止法第7回

住基ネッ ト と マイ ナンバー， 最終試験第8回



学期／Semest er
2023年度／Academi c Year　 前期

／Fi r st  Semest er
曜日・ 校時／Day・ Per i od 火／Tue 5

2023/04/01～2024/03/31開講期間／Cour se dur at i on

必修選択／Requi r ed / El ect i ve
単位数( 一般/編入/留学) ／Credi t s

必修／requi r ed 1. 0,  2. 0//1. 0,  2. 0
( Gener al  /Tr ansf er /Over seas)

時間割コ ード ／Ti me schedul e code 科目番号／Cour se code 3803020520233803020501

科目ナンバリ ングコ ード ／Number i ng code I DI D 12051_ 132

授業科目名／Course t i t l e 実社会課題解決プロ ジェ ク ト Ａ ／Proj ect  Based Lear ni ng on Pr act i cal  Pr obl ems A

編集担当教員／I nst r uct or  i n char ge of  t he

cour se syl l abus
北村　 史／Ki t amur a Fumi t o,  宮本　 道子,  瀬戸崎　 典夫／Set ozaki  Nor i o

授業担当教員名（ 科目責任者）

／I nst r uct or  i n char ge of  t he cour se
北村　 史／Ki t amur a Fumi t o

授業担当教員名（ オム ニバス 科目等）

／I nst r uct or ( s)
北村　 史／Ki t amur a Fumi t o,  宮本　 道子,  瀬戸崎　 典夫／Set ozaki  Nor i o

コ ミ ュ ニケーショ ン科目分類／Cour se Cat egory

講義形態／Cour se st yl e1 演習／Semi nar対象年次／I nt ended year

[ 総合] 総合教育研究棟2F多目的ホール,  [ 総合] 総合教育研究棟2F209講義室教室／Cl ass r oom

１ 年次対象学生（ ク ラ ス 等）   /I nt ended year  ( cl ass)

mmi yamot o▲nagasaki -u. ac. j p　 ( メ ールを送信する 際は▲を ＠に置き 換えて送信し てく ださ い)担当教員Eメ ールアド レ ス /E-mai l  addr ess

情報データ 科学部棟401号室担当教員研究室/Of f i ce

095-800-4187担当教員TEL/Tel

水曜日３ 限担当教員オフ ィ ス アワ ー/Of f i ce hour s

本科目では、 グロ ーバルおよ びロ ーカルな実社会の状況から 課題を 発見し チームでその課題を 解決

し よ う と 試行錯誤する 活動を 通じ て、 ①課題を 発見する こ と 、 ②解決の方略を 計画立案する こ と 、

③具体化・ 具現化を する こ と 、 ④評価を する こ と 、 ⑤改善する こ と 、 と いっ た実践手法を 理解し 修

得する 。 プロ ジェ ク ト A では、 活動を 通じ て問題解決に必要な知識や技能を 自覚する こ と によ り 自

ら を 自律的に成長さ せよ う と する 志向性を涵養する 。 ま た、 チームで物事を 進めていく 際に大切な

関係構築の術を 知り 、 実践でき る よ う になる こ と を目標と する 。

授業の概要及び位置づけ/Cour se over vi ew

a.  与えら れた課題を 解決する ための計画を 立案でき る 。

b.  考えたこ と 、 計画し たこ と 、 議論の成果など を わかり やすく 他者に伝える こ と ができ る 。

c.  メ ンバーそれぞれが力を 発揮し 合う こ と ができ る 関係を 築く 。

d.  実社会課題の解決に必要な知識、 技能、 を 把握し 、 その修得のための計画を 立てら れる 。

（ DP-②）

授業到達目標/Cour se goal s

□汎用的能力／Gener i c Compet ence　 □倫理観／Ethi cs　 □多様性の理解／Under st andi ng

Di ver si t y　 ■主体性／Aut onomy　 ■協働性／Cooper at i veness　 ■考えを やり 取り する 力／Abi l i t y

t o exchange i deas　 □国際・ 地域社会への関心／I nt er est  i n i nt er nat i onal  / l ocal  soci et y　

知識・ 技能以外に、 こ の授業を 通し て身につけて欲

し い力（ １ つ以上３ つま で） /Abi l i t i es ot her  t han

knowl edge and ski l l s acqui r ed mai nl y t hr ough

t he cour se (  pi ck 1 t o 3 )

■A. 授業内容の理解度を 確認し たり 自分で考えさ せたり する 活動 <br>/ Act i vi t i es t o check  t he

degr ee of  comprehensi on of  t he cont ent s t o t he l esson or  t o t hi nk over

■B. 多角的に考える ために他者と 関わる 活動 <br>/ Act i vi t i es i nvol vi ng ot her s t o t hi nk f r om

var i ous perspect i ves

■C. 技能修得のために実践する 活動 <br>/ Act i vi t i es t o pract i ce f or  acqui r i ng ski l l s

■D. 問題解決のために知識を 総合的に活用する 活動 <br>/ Act i vi t i es t hat  comprehensi vel y

ut i l i ze knowl edge t o sol ve probl ems

□E. 上記以外の学生の思考の活性化を 促す授業手法 <br>/ Teachi ng met hods t o st i mul at e

st udent s'  t hi nki ng ot her  t han t he above

□F. 教員から の講義のみで構成さ れる  <br>/ I t  consi st s onl y of  l ect ur es f rom t eacher s

学生の思考を 活性化さ せる ための授業手法/Teachi ng

met hod t o st i mul at e st udent s'  t hi nki ng

毎回の活動後の活動ロ グ15回分（ 60点） ＋プレ ゼンテーショ ン課題2回分（ 25点） ＋グループ活動へ

の貢献点（ 15点） ＝100点満点のう ち60点以上を 合格（ 単位認定） と する 。
成績評価の方法・ 基準等/Met hod of  eval uat i on

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・ 授業方法（ 学習指導方法） /Cour se

cont ent s of  each l esson

毎回の授業後に予習復習のための課題を 知ら せる 。 通年で合計15時間程度の事前事後学習と し て取

り 組むこ と が単位が認定さ れる ための要件である 。 課題には以下のも のが含ま れる 。

■文書や動画など の資料を 閲覧視聴し た後の電子掲示板ディ ス カッ ショ ン

■グループでの準備活動

■レ ポート 作成、 プレ ゼンテーショ ン資料作成

事前、 事後学修の内容/Prepar at i on & Revi ew

実社会課題、 Proj ect  Based Lear ni ng （ PBL）キーワ ード /Keywords

教科書は使用せず、 教材は授業ごと に、 ス ラ イ ド 資料、 ワ ーク シート を必要に応じ て配付する 。教科書・ 教材・ 参考書/Mater i al s

授業への出席は必須と する 。受講要件（ 履修条件） /Prer equi si t es



長崎大学では， 全ての学生が平等に教育を受ける 機会を 確保する ため， 修学の妨げと なり 得る 社会

的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り 組んでいま す。 授業における 合理的配慮等のサポート に

ついては， 担当教員（ 上記連絡先参照） ま たは「 アシス ト 広場」 （ 障がい学生支援室） にご相談下

さ い。

アシス ト 広場（ 障がい学生支援室） 連絡先

（ TEL） 095-819-2006 （ FAX） 095-819-2948 （ E-MAI L） suppor t @ml . nagasaki -u. ac. j p

アク セシビ リ ティ /Accessi bi l i t y ( f or  st udent s

wi t h di sabi l i t i es)

授業は対面を原則と し て、 状況に応じ てオンラ イ ンを と り いれる ハイ ブリ ッ ド 方式で実施し ま す。備考（ URL） /Remarks ( URL)

こ の授業では、 世の中に新し い価値を 生み出すよ う な発想や野心を 歓迎し ていま す。 良いアイ デア

が生ま れれば、 それがそのま ま 仕事になる ！と いう こ と も 、 ま んざら 夢物語と も 言えないかも 知れ

ま せん。 それも みなさ んの取り 組み次第。 「 一旗揚げてやろう ！」 そんな気持ちで、 仲間と いっ し

ょ に楽し いこ と を 追求する 機会にし ま し ょ う 。

学生へのメ ッ セージ/Message f or  st udent s

Y
実務経験のある 教員によ る 授業科目である か

（ Y／N) /I nst r uct or ( s)  wi t h pr act i cal  exper i ence

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく 教

育内容（ 実務経験のある 教員によ る 授業科目のみ使

用） /Name / Det ai l s of   pr act i cal  exper i ence /

Cont ent s of  course

授業計画詳細／Cour se Schedul e

回( 日時) ／Ti me( dat e and t i me) 授業内容／Cont ent s

オリ エンテーショ ン第１ 回

I S・ DSによ ってでき る こ と第２ 回

（ 長崎の） 社会課題を整理第３ 回

課題解決の提案のためのディ ス カッ ショ ン第４ 回

他者（ 他チーム） と の意見交換第５ 回

フェ イ ズ１ 成果発表会
第６ 回

フェ イ ズ２ 課題テーマ提示第７ 回

テーマ確定キッ ク オフ第８ 回

個別の調べ学習成果の共有と プロ ジェ ク ト の目的設定第９ 回

活動第10回

他チームと の意見交換第11回

活動第12回

発表準備第13回

発表準備第14回

フェ イ ズ２ 成果発表会第15回

mailto:support@ml.nagasaki-u.ac.jp


学期／Semest er
2023年度／Academi c Year　 前期

／Fi r st  Semest er
曜日・ 校時／Day・ Per i od 金／Fr i  5

2023/04/01～2024/03/31開講期間／Cour se dur at i on

必修選択／Requi r ed / El ect i ve
単位数( 一般/編入/留学) ／Credi t s

必修／requi r ed 1. 0,  2. 0//1. 0,  2. 0
( Gener al  /Tr ansf er /Over seas)

時間割コ ード ／Ti me schedul e code 科目番号／Cour se code 3803021020233803021001

科目ナンバリ ングコ ード ／Number i ng code I DI D 22101_ 132

授業科目名／Course t i t l e 実社会課題解決プロ ジェ ク ト Ｂ ／Proj ect  Based Lear ni ng on Pr act i cal  Pr obl ems B

編集担当教員／I nst r uct or  i n char ge of  t he

cour se syl l abus
北村　 史／Ki t amur a Fumi t o,  宮本　 道子,  瀬戸崎　 典夫／Set ozaki  Nor i o

授業担当教員名（ 科目責任者）

／I nst r uct or  i n char ge of  t he cour se
北村　 史／Ki t amur a Fumi t o

授業担当教員名（ オム ニバス 科目等）

／I nst r uct or ( s)
北村　 史／Ki t amur a Fumi t o,  宮本　 道子,  瀬戸崎　 典夫／Set ozaki  Nor i o

コ ミ ュ ニケーショ ン科目分類／Cour se Cat egory

講義形態／Cour se st yl e2 演習／Semi nar対象年次／I nt ended year

[ 総合] 総合教育研究棟2F多目的ホール,  [ 総合] 総合教育研究棟2F209講義室教室／Cl ass r oom

2年次対象学生（ ク ラ ス 等）   /I nt ended year  ( cl ass)

mmi yamot o▲nagasaki -u. ac. j p　 ( メ ールを送信する 際は▲を ＠に置き 換えて送信し てく ださ い)担当教員Eメ ールアド レ ス /E-mai l  addr ess

情報データ 科学部棟401号室担当教員研究室/Of f i ce

095-800-4187担当教員TEL/Tel

水曜日３ 限担当教員オフ ィ ス アワ ー/Of f i ce hour s

本科目では、 グロ ーバルおよ びロ ーカルな実社会の状況から 課題を 発見し チームでその課題を 解決

し よ う と 試行錯誤する 活動を 通じ て、 ①課題を 発見する こ と 、 ②解決の方略を 計画立案する こ と 、

③具体化・ 具現化を する こ と 、 ④評価を する こ と 、 ⑤改善する こ と 、 と いっ た実践手法を 理解し 修

得する 。 プロ ジェ ク ト Bでは、 1年次に修得し た知識・ 技能を 基盤と し て活用し 、 アイ デアを具体化

する 力を 伸ばす。 ま た具体化する 活動においては、 他者と 協働的に、 よ り 良いも のを つく ろう と す

る 志向性を 涵養する 。

授業の概要及び位置づけ/Cour se over vi ew

a.  実社会の状況から 課題を 発見し 、 論点を 整理し て説明する こ と ができ る 。

b.  課題を 解決する ための計画を立案でき る 。

c.  考えたこ と 、 計画し たこ と 、 議論の成果など を 論理的に他者に伝える こ と ができ る 。

d.  チームのメ ンバーの良いと こ ろを 引き 出すよ う に働き かける こ と ができ る 。

（ DP-②）

授業到達目標/Cour se goal s

□汎用的能力／Gener i c Compet ence　 □倫理観／Ethi cs　 □多様性の理解／Under st andi ng

Di ver si t y　 □主体性／Aut onomy　 ■協働性／Cooper at i veness　 ■考えを やり 取り する 力／Abi l i t y

t o exchange i deas　 ■国際・ 地域社会への関心／I nt er est  i n i nt er nat i onal  / l ocal  soci et y　

知識・ 技能以外に、 こ の授業を 通し て身につけて欲

し い力（ １ つ以上３ つま で） /Abi l i t i es ot her  t han

knowl edge and ski l l s acqui r ed mai nl y t hr ough

t he cour se (  pi ck 1 t o 3 )

■A. 授業内容の理解度を 確認し たり 自分で考えさ せたり する 活動 <br>/ Act i vi t i es t o check  t he

degr ee of  comprehensi on of  t he cont ent s t o t he l esson or  t o t hi nk over

■B. 多角的に考える ために他者と 関わる 活動 <br>/ Act i vi t i es i nvol vi ng ot her s t o t hi nk f r om

var i ous perspect i ves

■C. 技能修得のために実践する 活動 <br>/ Act i vi t i es t o pract i ce f or  acqui r i ng ski l l s

■D. 問題解決のために知識を 総合的に活用する 活動 <br>/ Act i vi t i es t hat  comprehensi vel y

ut i l i ze knowl edge t o sol ve probl ems

□E. 上記以外の学生の思考の活性化を 促す授業手法 <br>/ Teachi ng met hods t o st i mul at e

st udent s'  t hi nki ng ot her  t han t he above

□F. 教員から の講義のみで構成さ れる  <br>/ I t  consi st s onl y of  l ect ur es f rom t eacher s

学生の思考を 活性化さ せる ための授業手法/Teachi ng

met hod t o st i mul at e st udent s'  t hi nki ng

毎回の活動後の活動ロ グ15回分（ 60点） ＋プレ ゼンテーショ ン課題2回分（ 25点） ＋グループ活動へ

の貢献点（ 15点） ＝100点満点のう ち60点以上を 合格（ 単位認定） と する 。
成績評価の方法・ 基準等/Met hod of  eval uat i on

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・ 授業方法（ 学習指導方法） /Cour se

cont ent s of  each l esson

授業の設定さ れていない週は、 事前事後学習と し てプロ ジェ ク ト を 進める ためのグループワ ーク を

課題と する 。 こ れら 授業外学習活動のために学期中は金曜日５ 限の時間に教室を開放する 。 通年で

合計15時間程度の事前事後学習と し て取り 組むこ と が単位が認定さ れる ための要件である （ ただし

、 プロ ジェ ク ト の成果の質を 上げ、 自身の成長を 最大にする ためにはそれ以上の時間の自主的な活

動を 強く 推奨する ） 。

課題には以下のも のが含ま れる 。

■文書や動画など の資料を 閲覧視聴し た後の電子掲示板ディ ス カッ ショ ン

■グループでの準備活動

■レ ポート 作成、 プレ ゼンテーショ ン資料作成

事前、 事後学修の内容/Prepar at i on & Revi ew



実社会課題、  Proj ect  Based Lear ni ng （ PBL）キーワ ード /Keywords

教科書は使用せず、 教材は授業ごと に、 ス ラ イ ド 資料、 ワ ーク シート を必要に応じ て配付する 。教科書・ 教材・ 参考書/Mater i al s

受講要件（ 履修条件） /Prer equi si t es

長崎大学では， 全ての学生が平等に教育を受ける 機会を 確保する ため， 修学の妨げと なり 得る 社会

的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り 組んでいま す。 授業における 合理的配慮等のサポート に

ついては， 担当教員（ 上記連絡先参照） ま たは「 アシス ト 広場」 （ 障がい学生支援室） にご相談下

さ い。

アシス ト 広場（ 障がい学生支援室） 連絡先

（ TEL） 095-819-2006　 （ FAX） 095-819-2948　 （ E-MAI L） suppor t @ml . nagasaki -u. ac. j p

アク セシビ リ ティ /Accessi bi l i t y ( f or  st udent s

wi t h di sabi l i t i es)

授業は対面を原則と し て、 状況に応じ てオンラ イ ンを と り いれる ハイ ブリ ッ ド 方式で実施し ま す。備考（ URL） /Remarks ( URL)

こ の授業では、 世の中に新し い価値を 生み出すよ う な発想や野心を 歓迎し ていま す。 良いアイ デア

が生ま れれば、 それがそのま ま 仕事になる ！と いう こ と も 、 ま んざら 夢物語と も 言えないかも 知れ

ま せん。 それも みなさ んの取り 組み次第。 「 一旗揚げてやろう ！」 そんな気持ちで、 仲間と いっ し

ょ に楽し いこ と を 追求する 機会にし ま し ょ う 。

学生へのメ ッ セージ/Message f or  st udent s

Y
実務経験のある 教員によ る 授業科目である か

（ Y／N) /I nst r uct or ( s)  wi t h pr act i cal  exper i ence

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく 教

育内容（ 実務経験のある 教員によ る 授業科目のみ使

用） /Name / Det ai l s of   pr act i cal  exper i ence /

Cont ent s of  course

授業計画詳細／Cour se Schedul e

回( 日時) ／Ti me( dat e and t i me) 授業内容／Cont ent s

オリ エンテーショ ン、 参画事業者の紹介、 課題テーマの提示第１ 回

チームの顔合わせ、 自分たちの課題の設定第２ 回

課題設定のつづき第３ 回

活動第４ 回

活動第５ 回

中間成果発表会第６ 回

活動第７ 回

他チームと の意見交換第８ 回

活動第９ 回

活動第10回

活動第11回

活動第12回

発表準備第13回

フェ イ ズ３ 成果発表第14回

授業全体のふり かえり第15回

mailto:support@ml.nagasaki-u.ac.jp


学期／Semest er
2023年度／Academi c Year　 前期

／Fi r st  Semest er
曜日・ 校時／Day・ Per i od 月／Mon 2,  月／Mon 5

2023/04/01～2024/03/31開講期間／Cour se dur at i on

必修選択／Requi r ed / El ect i ve
単位数( 一般/編入/留学) ／Credi t s

選択／el ect i ve 1. 0,  2. 0//1. 0,  2. 0
( Gener al  /Tr ansf er /Over seas)

時間割コ ード ／Ti me schedul e code 科目番号／Cour se code 3803021520233803021501

科目ナンバリ ングコ ード ／Number i ng code I DI D 32151_ 132

授業科目名／Course t i t l e 実社会課題解決プロ ジェ ク ト Ｃ ／Proj ect  Based Lear ni ng on Pr act i cal  Pr obl ems C

編集担当教員／I nst r uct or  i n char ge of  t he

cour se syl l abus
北村　 史／Ki t amur a Fumi t o,  宮本　 道子,  瀬戸崎　 典夫／Set ozaki  Nor i o

授業担当教員名（ 科目責任者）

／I nst r uct or  i n char ge of  t he cour se
北村　 史／Ki t amur a Fumi t o

授業担当教員名（ オム ニバス 科目等）

／I nst r uct or ( s)
北村　 史／Ki t amur a Fumi t o,  宮本　 道子,  瀬戸崎　 典夫／Set ozaki  Nor i o

コ ミ ュ ニケーショ ン科目分類／Cour se Cat egory

講義形態／Cour se st yl e3 演習／Semi nar対象年次／I nt ended year

[ 総合] 総合教育研究棟2F209講義室教室／Cl ass r oom

3年次対象学生（ ク ラ ス 等）   /I nt ended year  ( cl ass)

mmi yamot o▲nagasaki -u. ac. j p　 ( メ ールを送信する 際は▲を ＠に置き 換えて送信し てく ださ い)担当教員Eメ ールアド レ ス /E-mai l  addr ess

情報データ 科学部棟401号室担当教員研究室/Of f i ce

095-800-4187担当教員TEL/Tel

水曜日３ 限担当教員オフ ィ ス アワ ー/Of f i ce hour s

本科目では、 グロ ーバルおよ びロ ーカルな実社会の状況から 課題を 発見し チームでその課題を 解決

し よ う と 試行錯誤する 活動を 通じ て、 ①課題を 発見する こ と 、 ②解決の方略を 計画立案する こ と 、

③具体化・ 具現化を する こ と 、 ④評価を する こ と 、 ⑤改善する こ と 、 と いっ た実践手法を 理解し 修

得する 。 プロ ジェ ク ト Cでは、 2年次ま でに修得し た知識・ 技能・ 志向性を 基盤と し て、 科学的な視

点を も っ てエビ デンス に基づいた評価を する 力を 伸ばす。 ま た、 改善のための建設的な議論を リ ー

ド でき る よ う になる こ と を 目標と する 。

授業の概要及び位置づけ/Cour se over vi ew

a.  実社会の状況から 課題を 発見し 、 論点を 整理し て説明する こ と ができ る 。

b.  課題を 解決する ための計画立案において、 建設的な議論をリ ード でき る 。

c.  2年次ま でに修得し た知識・ 技能を 活かし て、 具体的にモノ ・ コ ト をつく っ たり 、 実践し たり で

き る 。

d.  科学的な方法によ る エビ デンス に基づいた評価ができ る 。

e.  自立し た判断によ り プロ ジェ ク ト の進捗を 管理でき る 。

（ DP-②）

授業到達目標/Cour se goal s

□汎用的能力／Gener i c Compet ence　 □倫理観／Ethi cs　 □多様性の理解／Under st andi ng

Di ver si t y　 ■主体性／Aut onomy　 ■協働性／Cooper at i veness　 ■考えを やり 取り する 力／Abi l i t y

t o exchange i deas　 □国際・ 地域社会への関心／I nt er est  i n i nt er nat i onal  / l ocal  soci et y　

知識・ 技能以外に、 こ の授業を 通し て身につけて欲

し い力（ １ つ以上３ つま で） /Abi l i t i es ot her  t han

knowl edge and ski l l s acqui r ed mai nl y t hr ough

t he cour se (  pi ck 1 t o 3 )

■A. 授業内容の理解度を 確認し たり 自分で考えさ せたり する 活動 <br>/ Act i vi t i es t o check  t he

degr ee of  comprehensi on of  t he cont ent s t o t he l esson or  t o t hi nk over

■B. 多角的に考える ために他者と 関わる 活動 <br>/ Act i vi t i es i nvol vi ng ot her s t o t hi nk f r om

var i ous perspect i ves

■C. 技能修得のために実践する 活動 <br>/ Act i vi t i es t o pract i ce f or  acqui r i ng ski l l s

■D. 問題解決のために知識を 総合的に活用する 活動 <br>/ Act i vi t i es t hat  comprehensi vel y

ut i l i ze knowl edge t o sol ve probl ems

□E. 上記以外の学生の思考の活性化を 促す授業手法 <br>/ Teachi ng met hods t o st i mul at e

st udent s'  t hi nki ng ot her  t han t he above

□F. 教員から の講義のみで構成さ れる  <br>/ I t  consi st s onl y of  l ect ur es f rom t eacher s

学生の思考を 活性化さ せる ための授業手法/Teachi ng

met hod t o st i mul at e st udent s'  t hi nki ng

毎回の活動後の活動ロ グ15回分（ 60点） ＋プレ ゼンテーショ ン課題2回分（ 25点） ＋グループ活動へ

の貢献点（ 15点） ＝100点満点のう ち60点以上を 合格（ 単位認定） と する 。
成績評価の方法・ 基準等/Met hod of  eval uat i on

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・ 授業方法（ 学習指導方法） /Cour se

cont ent s of  each l esson



授業の設定さ れていない週は、 事前事後学習と し てプロ ジェ ク ト を 進める ためのグループワ ーク を

課題と する 。 こ れら 授業外学習活動のために学期中は金曜日５ 限の時間に教室を開放する 。 通年で

合計15時間程度の事前事後学習と し て取り 組むこ と が単位が認定さ れる ための要件である （ ただし

、 プロ ジェ ク ト の成果の質を 上げ、 自身の成長を 最大にする ためにはそれ以上の時間の自主的な活

動を 強く 推奨する ） 。

課題には以下のも のが含ま れる 。

■文書や動画など の資料を 閲覧視聴し た後の電子掲示板ディ ス カッ ショ ン

■グループでの準備活動

■レ ポート 作成、 プレ ゼンテーショ ン資料作成

事前、 事後学修の内容/Prepar at i on & Revi ew

実社会課題、  Proj ect  Based Lear ni ng （ PBL）キーワ ード /Keywords

教科書は使用せず、 教材は授業ごと に、 ス ラ イ ド 資料、 ワ ーク シート を必要に応じ て配付する 。教科書・ 教材・ 参考書/Mater i al s

授業は２ 年生の取り 組む「 実社会課題解決プロ ジェ ク ト B」 と 連携し て進める ため、 活動時間と し て

金曜５ 限の時間帯を 確保し てく ださ い。
受講要件（ 履修条件） /Prer equi si t es

長崎大学では， 全ての学生が平等に教育を受ける 機会を 確保する ため， 修学の妨げと なり 得る 社会

的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り 組んでいま す。 授業における 合理的配慮等のサポート に

ついては， 担当教員（ 上記連絡先参照） ま たは「 アシス ト 広場」 （ 障がい学生支援室） にご相談下

さ い。

アシス ト 広場（ 障がい学生支援室） 連絡先

（ TEL） 095-819-2006　 （ FAX） 095-819-2948　 （ E-MAI L） suppor t @ml . nagasaki -u. ac. j p

アク セシビ リ ティ /Accessi bi l i t y ( f or  st udent s

wi t h di sabi l i t i es)

授業は対面を原則と し て、 状況に応じ てオンラ イ ンを と り いれる ハイ ブリ ッ ド 方式で実施し ま す。備考（ URL） /Remarks ( URL)

こ の授業では、 世の中に新し い価値を 生み出すよ う な発想や野心を 歓迎し ていま す。 良いアイ デア

が生ま れれば、 それがそのま ま 仕事になる ！と いう こ と も 、 ま んざら 夢物語と も 言えないかも 知れ

ま せん。 それも みなさ んの取り 組み次第。 「 一旗揚げてやろう ！」 そんな気持ちで、 仲間と いっ し

ょ に楽し いこ と を 追求する 機会にし ま し ょ う 。

学生へのメ ッ セージ/Message f or  st udent s

Y
実務経験のある 教員によ る 授業科目である か

（ Y／N) /I nst r uct or ( s)  wi t h pr act i cal  exper i ence

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく 教

育内容（ 実務経験のある 教員によ る 授業科目のみ使

用） /Name / Det ai l s of   pr act i cal  exper i ence /

Cont ent s of  course

授業計画詳細／Cour se Schedul e

回( 日時) ／Ti me( dat e and t i me) 授業内容／Cont ent s

オリ エンテーショ ン、 参画事業者の紹介、 課題テーマ提示第１ 回

チームの顔合わせ、 自分たちの課題の設定第２ 回

課題設定のつづき第３ 回

活動第４ 回

活動第５ 回

中間成果発表会第６ 回

活動第７ 回

他チームと の意見交換第８ 回

活動第９ 回

活動第10回

活動第11回

活動第12回

発表準備第13回

フェ イ ズ３ 成果発表会第14回

授業全体のふり かえり第15回

mailto:support@ml.nagasaki-u.ac.jp


学期／Semest er
2023年度／Academi c Year　 前期

／Fi r st  Semest er
曜日・ 校時／Day・ Per i od 金／Fr i  4

2023/04/01～2024/03/31開講期間／Cour se dur at i on

必修選択／Requi r ed / El ect i ve
単位数( 一般/編入/留学) ／Credi t s

選択／el ect i ve 1. 0,  2. 0//1. 0,  2. 0
( Gener al  /Tr ansf er /Over seas)

時間割コ ード ／Ti me schedul e code 科目番号／Cour se code 3803022020233803022001

科目ナンバリ ングコ ード ／Number i ng code I DI D 42201_ 132

授業科目名／Course t i t l e 実社会課題解決プロ ジェ ク ト Ｄ ／Proj ect  Based Lear ni ng on Pr act i cal  Pr obl ems D

編集担当教員／I nst r uct or  i n char ge of  t he

cour se syl l abus
北村　 史／Ki t amur a Fumi t o,  宮本　 道子,  瀬戸崎　 典夫／Set ozaki  Nor i o

授業担当教員名（ 科目責任者）

／I nst r uct or  i n char ge of  t he cour se
北村　 史／Ki t amur a Fumi t o

授業担当教員名（ オム ニバス 科目等）

／I nst r uct or ( s)
北村　 史／Ki t amur a Fumi t o,  宮本　 道子,  瀬戸崎　 典夫／Set ozaki  Nor i o

コ ミ ュ ニケーショ ン科目分類／Cour se Cat egory

講義形態／Cour se st yl e4 演習／Semi nar対象年次／I nt ended year

[ 総合] 総合教育研究棟2F209講義室,  ［ 情報］ 中庭第１ ２ 番教室教室／Cl ass r oom

４ 年次対象学生（ ク ラ ス 等）   /I nt ended year  ( cl ass)

mmi yamot o▲nagasaki -u. ac. j p　 ( メ ールを送信する 際は▲を ＠に置き 換えて送信し てく ださ い)担当教員Eメ ールアド レ ス /E-mai l  addr ess

情報データ 科学部棟401号室担当教員研究室/Of f i ce

095-800-4187担当教員TEL/Tel

水曜日３ 限担当教員オフ ィ ス アワ ー/Of f i ce hour s

本科目では、 グロ ーバルおよ びロ ーカルな実社会の状況から 課題を 発見し チームでその課題を 解決

し よ う と 試行錯誤する 活動を 通じ て、 ①課題を 発見する こ と 、 ②解決の方略を 計画立案する こ と 、

③具体化・ 具現化を する こ と 、 ④評価を する こ と 、 ⑤改善する こ と 、 と いっ た実践手法を 理解し 修

得する 。 プロ ジェ ク ト Cでは、 2年次ま でに修得し た知識・ 技能・ 志向性を 基盤と し て、 科学的な視

点を も っ てエビ デンス に基づいた評価を する 力を 伸ばす。 ま た、 改善のための建設的な議論を リ ー

ド でき る よ う になる こ と を 目標と する 。

授業の概要及び位置づけ/Cour se over vi ew

a.  実社会の状況から 課題を 発見し 、 論点を 整理し て説明する こ と ができ る 。

b.  課題を 解決する ための計画立案において、 建設的な議論をリ ード でき る 。

c.  2年次ま でに修得し た知識・ 技能を 活かし て、 具体的にモノ ・ コ ト をつく っ たり 、 実践し たり で

き る 。

d.  科学的な方法によ る エビ デンス に基づいた評価ができ る 。

e.  自立し た判断によ り プロ ジェ ク ト の進捗を 管理でき る 。

（ DP-②）

授業到達目標/Cour se goal s

□汎用的能力／Gener i c Compet ence　 □倫理観／Ethi cs　 □多様性の理解／Under st andi ng

Di ver si t y　 ■主体性／Aut onomy　 ■協働性／Cooper at i veness　 ■考えを やり 取り する 力／Abi l i t y

t o exchange i deas　 □国際・ 地域社会への関心／I nt er est  i n i nt er nat i onal  / l ocal  soci et y　

知識・ 技能以外に、 こ の授業を 通し て身につけて欲

し い力（ １ つ以上３ つま で） /Abi l i t i es ot her  t han

knowl edge and ski l l s acqui r ed mai nl y t hr ough

t he cour se (  pi ck 1 t o 3 )

■A. 授業内容の理解度を 確認し たり 自分で考えさ せたり する 活動 <br>/ Act i vi t i es t o check  t he

degr ee of  comprehensi on of  t he cont ent s t o t he l esson or  t o t hi nk over

■B. 多角的に考える ために他者と 関わる 活動 <br>/ Act i vi t i es i nvol vi ng ot her s t o t hi nk f r om

var i ous perspect i ves

■C. 技能修得のために実践する 活動 <br>/ Act i vi t i es t o pract i ce f or  acqui r i ng ski l l s

■D. 問題解決のために知識を 総合的に活用する 活動 <br>/ Act i vi t i es t hat  comprehensi vel y

ut i l i ze knowl edge t o sol ve probl ems

□E. 上記以外の学生の思考の活性化を 促す授業手法 <br>/ Teachi ng met hods t o st i mul at e

st udent s'  t hi nki ng ot her  t han t he above

□F. 教員から の講義のみで構成さ れる  <br>/ I t  consi st s onl y of  l ect ur es f rom t eacher s

学生の思考を 活性化さ せる ための授業手法/Teachi ng

met hod t o st i mul at e st udent s'  t hi nki ng

毎回の活動後の活動ロ グ15回分（ 60点） ＋プレ ゼンテーショ ン課題2回分（ 25点） ＋グループ活動へ

の貢献点（ 15点） ＝100点満点のう ち60点以上を 合格（ 単位認定） と する 。
成績評価の方法・ 基準等/Met hod of  eval uat i on

詳細は授業計画詳細を参照
各回の授業内容・ 授業方法（ 学習指導方法） /Cour se

cont ent s of  each l esson



授業の設定さ れていない週は、 事前事後学習と し てプロ ジェ ク ト を 進める ためのグループワ ーク を

課題と する 。 こ れら 授業外学習活動のために学期中は金曜日５ 限の時間に教室を開放する 。 通年で

合計15時間程度の事前事後学習と し て取り 組むこ と が単位が認定さ れる ための要件である （ ただし

、 プロ ジェ ク ト の成果の質を 上げ、 自身の成長を 最大にする ためにはそれ以上の時間の自主的な活

動を 強く 推奨する ） 。

課題には以下のも のが含ま れる 。

■文書や動画など の資料を 閲覧視聴し た後の電子掲示板ディ ス カッ ショ ン

■グループでの準備活動

■レ ポート 作成、 プレ ゼンテーショ ン資料作成

事前、 事後学修の内容/Prepar at i on & Revi ew

実社会課題、  Proj ect  Based Lear ni ng （ PBL）キーワ ード /Keywords

教科書は使用せず、 教材は授業ごと に、 ス ラ イ ド 資料、 ワ ーク シート を必要に応じ て配付する 。教科書・ 教材・ 参考書/Mater i al s

授業は２ 年生の取り 組む「 実社会課題解決プロ ジェ ク ト B」 、 ３ 年生の取り 組む「 実社会課題解決プ

ロ ジェ ク ト C」 と 連携し て進める ため、 活動時間と し て金曜５ 限の時間帯を 確保し てく ださ い。
受講要件（ 履修条件） /Prer equi si t es

長崎大学では， 全ての学生が平等に教育を受ける 機会を 確保する ため， 修学の妨げと なり 得る 社会

的障壁の除去及び合理的配慮の提供に取り 組んでいま す。 授業における 合理的配慮等のサポート に

ついては， 担当教員（ 上記連絡先参照） ま たは「 アシス ト 広場」 （ 障がい学生支援室） にご相談下

さ い。

アシス ト 広場（ 障がい学生支援室） 連絡先

（ TEL） 095-819-2006　 （ FAX） 095-819-2948　 （ E-MAI L） suppor t @ml . nagasaki -u. ac. j p

アク セシビ リ ティ /Accessi bi l i t y ( f or  st udent s

wi t h di sabi l i t i es)

授業は対面を原則と し て、 状況に応じ てオンラ イ ンを と り いれる ハイ ブリ ッ ド 方式で実施し ま す。備考（ URL） /Remarks ( URL)

こ の授業では、 世の中に新し い価値を 生み出すよ う な発想や野心を 歓迎し ていま す。 良いアイ デア

が生ま れれば、 それがそのま ま 仕事になる ！と いう こ と も 、 ま んざら 夢物語と も 言えないかも 知れ

ま せん。 それも みなさ んの取り 組み次第。 「 一旗揚げてやろう ！」 そんな気持ちで、 仲間と いっ し

ょ に楽し いこ と を 追求する 機会にし ま し ょ う 。

学生へのメ ッ セージ/Message f or  st udent s

Y
実務経験のある 教員によ る 授業科目である か

（ Y／N) /I nst r uct or ( s)  wi t h pr act i cal  exper i ence

実務家教員名／実務経験内容／実務経験に基づく 教

育内容（ 実務経験のある 教員によ る 授業科目のみ使

用） /Name / Det ai l s of   pr act i cal  exper i ence /

Cont ent s of  course

授業計画詳細／Cour se Schedul e

回( 日時) ／Ti me( dat e and t i me) 授業内容／Cont ent s

オリ エンテーショ ン、 参画事業者の紹介、 課題テーマ提示第１ 回

チームの顔合わせ、 自分たちの課題の設定第２ 回

課題設定のつづき第３ 回

活動第４ 回

活動第５ 回

中間成果発表会第６ 回

活動第７ 回

他チームと の意見交換第８ 回

活動第９ 回

活動第10回

活動第11回

活動第12回

発表準備第13回

フェ イ ズ３ 成果発表会第14回

授業全体のふり かえり第15回

mailto:support@ml.nagasaki-u.ac.jp


1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

数理・データサイエンス 2 1 ● 2 2

確率・統計 2 1 ● 2 2

大学数学入門 2 1 ● 2 2

微分積分学Ⅰ 2 1 ● 2 2

微分積分学Ⅱ 2 2 ● 2 2

微分積分学Ⅲ 2 2 ● 2 2

線形代数学Ⅰ 2 1 ● 2 2

線形代数学Ⅱ 2 1 ● 2 2

コンピュータ入門 2 1 ● 2 2

プログラミング概論 2 2 ● 2 2

プログラミング演習Ⅰ 2 1 ● 4 4 4 4

プログラミング演習Ⅱ 2 2 ● 4 4

情報科学技術 2 1 ● 2 2

情報基礎数学 1 1 ● 2

情報理論 2 2 ● 2 2

情報ネットワークⅠ 2 2 ● 2 2

情報ネットワークⅡ 1 2 ● 2

コンパイラ 1 2 ● 2

グラフ理論と最適化 2 2 ● 2 2

オートマトンと言語理論 2 2 ● 4

情報セキュリティⅠ 1 3 ● 2

オペレーティングシステムⅠ 1 3 ◎ ○ ● 2

オペレーティングシステムⅡ 1 3 ◎ ○ ● 2

画像処理 2 3 ● 2 2

ＨＣＩ 2 3 ● 2 2

マシンビジョン 2 3 ● 2 2

音響音声工学 2 3 ● 2 2

認知システム論A 2 3 ● 2 2

認知システム論B 2 3 ● 2 2

52

情報メディア論 2 1 ● 2 2

デザイン情報学Ⅰ 2 3 ● 2 2

デザイン情報学Ⅱ 2 3 ● 2 2

科学者倫理 2 2 ● 2 2

技術英語Ⅰ 1 2 ● 2 2

技術英語Ⅱ 1 3 ● 2 2

技術英語Ⅲ 1 3 ● 2 2

技術英語Ⅳ 1 4 ● 2 2

プロジェクト研究 1 3 実習

経営管理 1 3 ● 2

産業経済学 1 3 ● 2

実社会課題解決プロジェクトＡ 2 1 ● 2 2

実社会課題解決プロジェクトＢ 2 2 ● 2 2 2 2

実社会課題解決プロジェクトＣ 2 3 ● 2 2 2 2

実社会課題解決プロジェクトＤ 2 4 ● 2 2 2 2

23小計

専
門
教
育
科
目

○

○

◎

◎

○

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン

○

○

○

◎

◎

○

○

○

○

○

小計

○

○

○

◎

◎

○

情
報
学
基
盤
科
目

3

◎

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ
科
学

◎

◎

◎

◎

◎

◎

○

◎

基礎数学

◎

◎

◎

◎

◎

○

◎

○

○

○

○

○

毎週授業時数

備考インフォ
メーショ
ンサイエ
ンス

データサ
イエンス

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次

◎　必　修,　○　選択科目,　△　自由選択

科目区分 授業科目
単
位
数

標準
履修
年次

履修指定

講
義

演
習

実
験
・
実
習

情報データ科学科　カリキュラム表（R7年度入学者）

－ －18



1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

情報数学Ⅰ 1 2 ◎ ○ ● 2

情報数学Ⅱ 1 2 ◎ ○ ● 2

情報数学Ⅲ 1 3 ○ ○ ● 2

情報数学Ⅳ 1 3 ○ ○ ● 2

情報セキュリティⅡ 1 3 ○ ○ ● 2

情報セキュリティⅢ 1 3 ○ ○ ● 2

ネットワークセキュリティ 1 3 ○ ○ ● 2

7

ビッグデータ分析 2 3 ○ ◎ ● 2 2

ビッグデータ分析演習 2 3 ○ ◎ ● 4 4

パターン認識と機械学習 2 3 ○ ◎ ● 2 2

パターン認識と機械学習演習 2 3 ○ ◎ ● 4 4

人工知能 2 4 ○ ○ ● 2 2

人工知能演習 2 4 ○ ○ ● 4 4

12

論理回路 1 2 ◎ ○ ● 2

ソフトウェア工学 2 3 ◎ ○ ● 4

並列分散処理 2 3 ○ ○ ● 4

データベース 2 2 ◎ ○ ● 2 2

コンピュータアーキテクチャⅠ 1 2 ◎ ○ ● 2

コンピュータアーキテクチャⅡ 1 3 ○ ○ ● 2

ディジタル信号処理Ⅰ 2 2 ◎ ○ ● 4

ディジタル信号処理Ⅱ 2 2 ◎ ○ ● 4

組み込みシステム 1 2 ○ ○ ● 2

制御工学 2 3 ○ ○ ● 2 2

データ構造とアルゴリズム 2 2 ◎ ○ ● 2 2

プログラミング言語論 2 3 ○ ○ ● 2 2

プログラミング演習Ⅲ 1 2 ◎ ○ ● 4 4

プログラミング演習Ⅳ 2 3 ◎ ○ ● 4 4

情報工学実験Ⅰ 1 2 ◎ △ 実験 6

情報工学実験Ⅱ 1 2 ◎ △ 実験 6

情報工学実験Ⅲ 2 3 ◎ △ 実験 6 6

情報工学実験Ⅳ 1 3 ◎ △ 実験 6

28

探索的記述統計 2 2 ○ ◎ ● 2 2

情報統計学 2 2 ○ ◎ ● 2 2

基礎データ分析演習 2 2 ○ ◎ ● 4 4

応用データ分析演習 2 2 ○ ◎ ● 4 4

多変量解析 2 2 ○ ◎ ● 2 2

数理統計学 2 3 ○ ○ ● 2 2

時系列分析 2 3 ○ ○ ● 2 2

社会・観光情報学A 2 2 ○ ◎ ● 2 2

社会・観光情報学B 2 3 ○ ● 2 2

社会・観光情報学C 2 3 ○ ※ ● 2 2

医療・生命情報学A 2 3 ○ ● 2 2

医療・生命情報学B 2 3 ○ ● 2 2

24

卒業研究 8 4 実験

154 必修69 必修69

情報データ科学科　カリキュラム表（R7年度入学者）

合　　計

統計学系
科目

応用系専
門科目（医
療・生命，
社会・観光

系）

※各系を
必ず１つ選
択すること
（選択必
修）。
その他の
科目は選
択科目とす
る。

小計

◎ 24

専
門
教
育
科
目

情報セキュリ
ティ系科目

小計

ＡＩ系科目

小計

イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ
ョ
ン
サ
イ
エ
ン
ス

応用系専
門科目（Ｉo
Ｔ・ＳＥ系）

情報技術
実践系科

目

小　　計

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス

◎　必　修,　○　選択科目,　△　自由選択

科目区分 授業科目
単
位
数

標準
履修
年次

履修指定

講
義

演
習

実
験
・
実
習

毎週授業時数

備考インフォ
メーショ
ンサイエ
ンス

データサ
イエンス

第１年次 第２年次 第３年次 第４年次
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科目ナンバー表

授業科目
学部等
コード

領域/プ
ログラム
コード

水準
コード

識別
コード
(３ケタ)

使用
言語

学問分野
コード
（３ケタ）

数理・データサイエンス ID ID 1 030 1 103

確率・統計 ID ID 1 035 1 103

大学数学入門 ID ID 1 036 1 047

微分積分学Ⅰ ID ID 1 040 1 047

微分積分学Ⅱ ID ID 1 045 1 047

微分積分学Ⅲ ID ID 2 050 1 047

線形代数学Ⅰ ID ID 1 055 1 047

線形代数学Ⅱ ID ID 1 060 1 047

コンピュータ入門 ID ID 1 040 1 111

プログラミング概論 ID ID 1 045 1 112

プログラミング演習Ⅰ ID ID 1 050 1 112

プログラミング演習Ⅱ ID ID 2 055 1 112

情報科学技術 ID ID 1 060 1 101

情報基礎数学 ID ID 1 065 1 101

情報理論 ID ID 2 070 1 101

情報ネットワークI ID ID 2 075 1 113

情報ネットワークⅡ ID ID 2 080 1 113

コンパイラ ID ID 2 085 1 112

グラフ理論と最適化 ID ID 2 090 1 102

オートマトンと言語理論 ID ID 2 095 1 101

情報セキュリティⅠ ID ID 3 100 1 116

オペレーティングシステムⅠ ID ID 3 105 1 112

オペレーティングシステムⅡ ID ID 3 110 1 112

画像処理 ID ID 3 115 1 122

ＨＣＩ ID ID 3 120 1 123

マシンビジョン ID ID 3 125 1 122

音響音声工学 ID ID 3 130 1 122

認知システム論Ａ ID ID 3 135 1 124

認知システム論Ｂ ID ID 3 140 1 124

情報メディア論 ID ID 1 145 1 133

デザイン情報学Ⅰ ID ID 3 150 1 123

デザイン情報学Ⅱ ID ID 3 155 1 123

工学倫理 ID ID 2 160 1 133

安全工学 ID ID 2 165 1 121

科学者倫理 ID ID 2 166 1 133

技術英語Ⅰ ID ID 2 170 3 032

技術英語Ⅱ ID ID 3 175 3 032

技術英語Ⅲ ID ID 3 180 3 032

技術英語Ⅳ ID ID 4 185 2 032

プロジェクト研究 ID ID 3 190 1 007

経営管理 ID ID 3 195 1 039

産業経済学 ID ID 3 200 1 038

実社会課題解決プロジェクトＡ ID ID 1 205 1 132

実社会課題解決プロジェクトＢ ID ID 2 210 1 132

実社会課題解決プロジェクトＣ ID ID 3 215 1 132

実社会課題解決プロジェクトＤ ID ID 4 220 1 132

科目区分

専
門
教
育
科
目

情
報
学
基
盤
科
目

基礎数学

コンピュータ科学

コミュニケーション
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授業科目
学部等
コード

領域/プ
ログラム
コード

水準
コード

識別
コード
(３ケタ)

使用
言語

学問分野
コード
（３ケタ）

情報数学Ⅰ ID ID 2 225 1 101

情報数学Ⅱ ID ID 2 230 1 101

情報数学Ⅲ ID ID 3 235 1 101

情報数学Ⅳ ID ID 3 240 1 101

情報セキュリティⅡ ID ID 3 245 1 116

情報セキュリティⅢ ID ID 3 250 1 116

ネットワークセキュリティ ID ID 3 255 1 116

ビッグデータ分析 ID ID 3 260 1 114

ビッグデータ分析演習 ID ID 3 265 1 114

パターン認識と機械学習 ID ID 3 270 1 103

パターン認識と機械学習演習 ID ID 3 275 1 103

人工知能 ID ID 4 280 1 125

人工知能演習 ID ID 4 285 1 125

論理回路 ID IS 2 290 1 111

ソフトウェア工学 ID IS 3 295 1 112

並列分散処理 ID IS 3 300 1 112

データベース ID IS 2 305 1 114

コンピュータアーキテクチャⅠ ID IS 2 310 1 111

コンピュータアーキテクチャⅡ ID IS 3 315 1 111

ディジタル信号処理Ⅰ ID IS 2 320 1 122

ディジタル信号処理Ⅱ ID IS 2 325 1 122

組み込みシステム ID IS 2 330 1 111

制御工学 ID IS 3 335 1 102

データ構造とアルゴリズム ID IS 2 340 1 101

プログラミング言語論 ID IS 3 345 1 112

プログラミング演習Ⅲ ID IS 2 350 1 112

プログラミング演習Ⅳ ID IS 3 355 1 112

情報工学実験Ⅰ ID IS 2 360 1 111

情報工学実験Ⅱ ID IS 2 365 1 111

情報工学実験Ⅲ ID IS 3 370 1 122

情報工学実験Ⅳ ID IS 3 375 1 111

探索的記述統計 ID DS 2 380 1 103

情報統計 ID DS 2 385 1 103

基礎データ分析演習 ID DS 2 390 1 103

応用データ分析演習 ID DS 2 395 1 103

多変量解析 ID DS 2 400 1 103

数理統計学 ID DS 3 405 1 103

ベイズ統計学 ID DS 3 410 1 103

時系列分析 ID DS 3 415 1 103

社会・観光情報学A ID DS 2 415 1 103

社会・観光情報学B ID DS 3 420 1 103

社会・観光情報学C ID DS 3 425 1 103

医療・生命情報学I ID DS 2 430 1 131

医療・生命情報学A ID DS 3 435 1 131

医療・生命情報学B ID DS 3 440 1 131

卒業研究 ID ID 4 445 1 112

科目区分

専
門
教
育
科
目

情報セキュリティ系科目

AI系科目

イ
ン
フ
ォ
メ
ー

シ

ョ
ン
サ
イ
エ
ン
ス

応用系専門科目

情報技術実践系科目

デ
ー

タ
サ
イ
エ
ン
ス

統計学系科目

応用系専門科目
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卒 業 研 究

1年次 2年次 3年次 4年次

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス

共
通
科
目

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

サ
イ
エ
ン
ス

カリキュラムマップ 2023年度以前入学者用

線形代数学Ⅰ

微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ

線形代数学Ⅱ

確率・統計

数理・データ
サイエンス

微分積分学Ⅲ

▼基礎数学

情報ネットワークⅠ

情報科学技術

情報基礎
数学

プログラミング
概論

プログラミング
演習Ⅰ プログラミング演習Ⅱ

コンピュータ入門

情報
ネットークⅡ

グラフ理論と最適化
コンパイラ

認知システム論Ａ

情報セキュリ
ティⅠ

オペレーティ
ングシステム
Ⅰ

オペレーティン
グシステムⅡ

画像処理

ＨＣＩ

マシンビジョン

音響音声工学

認知システム論Ｂ

▼情報学基盤（コンピュータ科学）

実社会課題解決
プロジェクトＡ(PBL)

▼コミュニケーション

実社会課題解決プロジェクトＢ(PBL) 実社会課題解決プロジェクトＣ(PBL)
実社会課題解決プロジェクト

D(PBL)

技術英語Ⅰ 技術英語Ⅱ

工学倫理

技術英語Ⅲ 技術英語Ⅳ

プロジェクト研究(インターンシップ)

探索的記述統計 情報統計学

基礎データ分析演習 応用データ分析演習

多変量解析 数理統計学 ベイズ統計学

応用系専門科目
（医療・生命、社会・観光）

医療・生命情報学Ⅰ 医療・生命情報学Ⅱ 医療・生命情報学Ⅲ

社会・観光情報学Ⅰ 社会・観光情報学Ⅱ 社会・観光情報学Ⅲ

デザイン情報学Ⅱデザイン情報学Ⅰ

情報メディア論

AI系科目
ビッグデータ分析

ビッグデータ分析演習

パターン認識と機械学習

パターン認識と機械学習演習

人工知能

人工知能演習

組み込
みシス
テム

制御工学

コンピュータ
アーキテクチャⅡ

応用系専門科目 ソフトウェア
工学

並列分散処理

データベース

凡例： 両コース共通：必修 DSコース必修・IS選択 ISコース必修：DS選択 両コース共通：選択

※DSを選択した学生は応用系専門科目の
いずれか 1系統の科目を必修

情報理論

安全工学

オートマトンと
言語理論

[IS]

[DS]

コンピュータアー
キテクチャⅠ

ディジタル
信号処理Ⅰ

ディジタル
信号処理Ⅱ

情報セキュリティ系
科目

ネットワーク
セキュリティ

情報数学Ⅰ 情報数学Ⅱ 情報数学Ⅳ

情報セキュ
リティⅢ

データ構造とアルゴリズム

情報工学
実験Ⅰ

プログラミング演習Ⅲ

情報工学
実験Ⅱ

情報工学実験Ⅲ

プログラミング演習Ⅳ

プログラミング言語論

情報工学
実験Ⅳ

（IoT・SE）

情報技術実践系
科目

統計学系科目

経営管理 産業経済学

論理回路

情報セキュ
リティⅡ

情報数学Ⅲ



卒 業 研 究

1年次 2年次 3年次 4年次

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス

共
通
科
目

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

サ
イ
エ
ン
ス

カリキュラムマップ 2024年度入学者用

線形代数学Ⅰ

微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ

線形代数学Ⅱ

確率・統計

微分積分学Ⅲ

▼基礎数学

情報ネットワークⅠ

情報科学技術

情報基礎
数学

プログラミング
概論

プログラミング
演習Ⅰ プログラミング演習Ⅱ

コンピュータ入門

情報ネット
ワークⅡ

グラフ理論と最適化

コンパイラ

認知システム論Ａ

情報セキュ
リティⅠ

オペレーティ
ングシステム

Ⅰ

オペレーティン
グシステムⅡ

画像処理

ＨＣＩ

マシンビジョン

音響音声工学

認知システム論Ｂ

▼情報学基盤（コンピュータ科学）

実社会課題解決
プロジェクトＡ(PBL)

▼コミュニケーション

実社会課題解決プロジェクトＢ(PBL) 実社会課題解決プロジェクトＣ(PBL)
実社会課題解決プロジェクト

D(PBL)

技術英語Ⅰ

技術英語Ⅱ

科学者倫理

技術英語Ⅲ 技術英語Ⅳ

プロジェクト研究(インターンシップ)

探索的記述統計 情報統計学

基礎データ分析演習 応用データ分析演習

多変量解析 数理統計学 ベイズ統計学

応用系専門科目
（医療・生命、社会・観光）

医療・生命情報学Ⅰ 医療・生命情報学Ⅱ 医療・生命情報学Ⅲ

社会・観光情報学Ⅰ 社会・観光情報学Ⅱ 社会・観光情報学Ⅲ

デザイン情報学Ⅱデザイン情報学Ⅰ

情報メディア論

AI系科目
ビッグデータ分析

ビッグデータ分析演習

パターン認識と機械学習

パターン認識と機械学習演習

人工知能

人工知能演習

組み込
みシス
テム

制御工学

コンピュータ
アーキテクチャⅡ

応用系専門科目 ソフトウェア
工学

並列分散処理

データベース

凡例： 両コース共通：必修 DSコース必修・IS選択 ISコース必修：DS選択 両コース共通：選択

※DSを選択した学生は応用系専門科目の
少なくとも １系統の科目を必修とする

情報理論 オートマトンと
言語理論

[IS]

[DS]

コンピュータ
アーキテクチャⅠ

ディジタル
信号処理Ⅰ

ディジタル
信号処理Ⅱ

情報セキュリティ系
科目

ネットワーク
セキュリティ

情報数学Ⅰ 情報数学Ⅱ 情報数学Ⅳ

情報セキュ
リティⅢ

データ構造とアルゴリズム

情報工学
実験Ⅰ

プログラミング演習Ⅲ

情報工学
実験Ⅱ

情報工学実験Ⅲ

プログラミング演習Ⅳ

プログラミング言語論

情報工学
実験Ⅳ

（IoT・SE）

情報技術実践系
科目

統計学系科目

経営管理 産業経済学

論理回路

情報セキュ
リティⅡ

情報数学Ⅲ

大学数学入門

数理・データサイエンス



卒 業 研 究

1年次 2年次 3年次 4年次

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス

共
通
科
目

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

サ
イ
エ
ン
ス

カリキュラムマップ 2025年度以降入学者用

線形代数学Ⅰ

微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ

線形代数学Ⅱ

確率・統計

微分積分学Ⅲ

▼基礎数学

情報ネットワークⅠ

情報科学技術

情報基礎
数学

プログラミング演習Ⅱ

コンピュータ入門

情報ネット
ワークⅡ

グラフ理論と最適化

コンパイラ

認知システム論Ａ

情報セキュ
リティⅠ

オペレーティン
グシステムⅠ

オペレーティン
グシステムⅡ

画像処理

ＨＣＩ

マシンビジョン

音響音声工学

認知システム論Ｂ

▼情報学基盤（コンピュータ科学）

実社会課題解決
プロジェクトＡ

(PBL)

▼コミュニケーション

実社会課題解決プロジェクトＢ(PBL) 実社会課題解決プロジェクトＣ(PBL) 実社会課題解決プロジェクトD(PBL)

技術英語Ⅰ

技術英語Ⅱ

科学者倫理

技術英語Ⅲ 技術英語Ⅳ

プロジェクト研究(インターンシップ)

探索的記述統計 情報統計学

基礎データ分析演習 応用データ分析演習

多変量解析 数理統計学 時系列分析

応用系専門科目
（医療・生命、社会・観光）

医療・生命情報学A 医療・生命情報学B

社会・観光情報学A 社会・観光情報学B 社会・観光情報学C

デザイン情報学Ⅱデザイン情報学Ⅰ

情報メディア論

AI系科目
ビッグデータ分析

ビッグデータ分析演習

パターン認識と機械学習

パターン認識と機械学習演習

人工知能

人工知能演習

組み込み
システム

制御工学

コンピュータ
アーキテクチャⅡ

応用系専門科目

並列分散処理

データベース

凡例： 両コース共通：必修 DSコース必修・IS選択 ISコース必修：DS選択 両コース共通：選択

※DSを選択した学生は応用系専門科目の
少なくとも １系統の科目を必修とする

情報理論

オートマトンと
言語理論

[IS]

[DS]

コンピュータ
アーキテクチャⅠ

ディジタル
信号処理Ⅰ

ディジタル
信号処理Ⅱ

情報セキュリティ系
科目

ネットワーク
セキュリティ

情報数学Ⅰ 情報数学Ⅱ 情報数学Ⅳ

情報セキュ
リティⅢ

データ構造とアルゴリズム

情報工学
実験Ⅰ

プログラミング演習Ⅲ

情報工学
実験Ⅱ

プログラミング演習Ⅳ

プログラミング言語論

情報工学
実験Ⅳ

（IoT・SE）

情報技術実践系
科目

統計学系科目

経営管理 産業経済学

産業経済学

論理回路

情報セキュ
リティⅡ

情報数学Ⅲ

大学数学入門

数理・データサイエンス

プログラミング概論プログラミング演習Ⅰ

探索的記述統計

社会・観光情報学B

画像処理

技術英語Ⅲ

情報工学実験Ⅲ

経営管理

マシンビジョン

制御工学
ソフト
ウェア工

学

並列分散処理ディジタル
信号処理Ⅰ



*全学必修の
データリテラシー科目

プログラム概要 2023年度以前入学者用

統計学／情報学基盤 データサイエンス基礎 データサイエンス実践

データサイエンスコースの必修科目および選択必修科目（社会・観光情報学Ⅰ～Ⅲ、医療・生命情報学Ⅰ～Ⅲ）の全てを修了すること

データサイエンス応用基礎教育プログラム
長崎大学情報データ科学部 (令和5年度以前入学者用)

修了要件

データを活用して様々な社会問題の解決や新たな価値を創造することのできる人材を養成

実社会課題解決プロジェクト
A（PBL）

数理・データサイエンス

実社会課題解決プロジェクト
B（PBL）

基礎データ分析演習

応用データ分析演習

線形代数学Ⅰ

微分積分学Ⅰ

線形代数学Ⅱ

微分積分学Ⅱ

情報基礎数学

情報科学技術
コンピュータ入門

確率・統計

プログラミング演習Ⅰ

プログラミング概論

プログラミング演習Ⅱ

情報ネットワークⅠ 安全工学

工学倫理

オートマトンと言語理論

微分積分学Ⅲ

技術英語Ⅰ 社会・観光情報学Ⅰ

医療・生命情報学Ⅰ

多変量解析

情報統計学

実社会課題解決プロジェクト
C（PBL）

実社会課題解決プロジェクト
D（PBL）

社会・観光情報学Ⅱ

医療・生命情報学Ⅱ

社会・観光情報学Ⅲ

医療・生命情報学Ⅲ

数理統計学 情報セキュリティⅠ

ベイズ統計学パターン認識と
機械学習

パターン認識と
機械学習演習

ビッグデータ分析 ビッグデータ分析演習

人工知能 人工知能演習

データサイエンスを使いこなすための数学、データ処
理、アルゴリズム、プログラミングなどの統計学／情報

学の基盤知識を学習

データサイエンスの活用のため、データサイエンスの応
用分野、データエンジニアリング、運用・構築のため

の基礎的知識と技術を習得

実社会の課題に対して、データを課題解決に活用
する一連の流れを経験することで、データサイエンス

を実践する力を養う

※必修 ※選択※選択必修

1年次

2年次

3年次

4年次

データサイエンス概論*

統計学概論*

凡例

探索的記述統計



*全学必修の
データリテラシー科目

プログラム概要 2024年度入学者用

統計学／情報学基盤 データサイエンス基礎 データサイエンス実践

データサイエンスコースの必修科目および選択必修科目（社会・観光情報学Ⅰ～Ⅲ、医療・生命情報学Ⅰ～Ⅲ）の全てを修了すること

データサイエンス応用基礎教育プログラム
長崎大学情報データ科学部 (令和6年度入学者用)

修了要件

データを活用して様々な社会問題の解決や新たな価値を創造することのできる人材を養成

実社会課題解決プロジェクト
A（PBL）

数理・データサイエンス

実社会課題解決プロジェクト
B（PBL）

基礎データ分析演習

応用データ分析演習

線形代数学Ⅰ

大学数学入門

線形代数学Ⅱ

微分積分学Ⅰ

情報基礎数学

情報科学技術
コンピュータ入門

確率・統計

プログラミング演習Ⅰ

プログラミング概論

プログラミング演習Ⅱ

情報ネットワークⅠ

科学者倫理

オートマトンと言語理論

微分積分学Ⅲ 技術英語Ⅰ

社会・観光情報学Ⅰ

医療・生命情報学Ⅰ

多変量解析

情報統計学

実社会課題解決プロジェクト
C（PBL）

実社会課題解決プロジェクト
D（PBL）

社会・観光情報学Ⅱ

医療・生命情報学Ⅱ

社会・観光情報学Ⅲ

医療・生命情報学Ⅲ

数理統計学 情報セキュリティⅠ

ベイズ統計学パターン認識と
機械学習

パターン認識と
機械学習演習

ビッグデータ分析 ビッグデータ分析演習

人工知能 人工知能演習

データサイエンスを使いこなすための数学、データ処
理、アルゴリズム、プログラミングなどの統計学／情報

学の基盤知識を学習

データサイエンスの活用のため、データサイエンスの応
用分野、データエンジニアリング、運用・構築のため

の基礎的知識と技術を習得

実社会の課題に対して、データを課題解決に活用
する一連の流れを経験することで、データサイエンス

を実践する力を養う

※必修 ※選択※選択必修

1年次

2年次

3年次

4年次

データサイエンス概論*

統計学概論*

凡例

探索的記述統計
微分積分学Ⅱ



*全学必修の
データリテラシー科目

プログラム概要 2025年度以降入学者用

統計学／情報学基盤 データサイエンス基礎 データサイエンス実践

データサイエンスコースの必修科目および選択必修科目（社会・観光情報学B・C、医療・生命情報学A・B）の全てを修了すること

データサイエンス応用基礎教育プログラム
長崎大学情報データ科学部 (令和7年度以降入学者用)

修了要件

データを活用して様々な社会問題の解決や新たな価値を創造することのできる人材を養成

実社会課題解決プロジェクトA
（PBL）

数理・データサイエンス

実社会課題解決プロジェクト
B（PBL）

基礎データ分析演習

応用データ分析演習

大学数学入門

線形代数学Ⅰ

線形代数学Ⅱ

微分積分学Ⅰ

情報基礎数学

情報科学技術

コンピュータ入門

確率・統計
プログラミング演習Ⅰ

プログラミング概論

プログラミング演習Ⅱ

科学者倫理

情報ネットワークⅠ

微分積分学Ⅲ 技術英語Ⅰ

社会・観光情報学A

多変量解析

情報統計学

実社会課題解決プロジェクト
C（PBL）

実社会課題解決プロジェクト
D（PBL）

社会・観光情報学B

医療・生命情報学A

社会・観光情報学C

医療・生命情報学B

数理統計学 情報セキュリティⅠ

時系列分析パターン認識と
機械学習

パターン認識と
機械学習演習

ビッグデータ分析 ビッグデータ分析演習

人工知能 人工知能演習

データサイエンスを使いこなすための数学、データ処
理、アルゴリズム、プログラミングなどの統計学／情報

学の基盤知識を学習

データサイエンスの活用のため、データサイエンスの応
用分野、データエンジニアリング、運用・構築のため

の基礎的知識と技術を習得

実社会の課題に対して、データを課題解決に活用
する一連の流れを経験することで、データサイエンス

を実践する力を養う

※必修 ※選択※選択必修

1年次

2年次

3年次

4年次

データサイエンス概論*

統計学概論*

凡例

探索的記述統計
微分積分学Ⅱ

オートマトンと言語理論


